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概要：1998 年 3 月に改正された学校図書館司書教諭講習規定において定められた 5 科目の内，総論科目に該
当する「学校経営と学校図書館」に焦点をあて，講義要項の内実を考察した。講義要項では「学校経営」と「学
校図書館」の関係が希薄であり，一部見直しを検討する価値があると感じた。この状況を受け，一案として「学
校経営と学校図書館」の科目内構成私案を提示する。 
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０. はじめに  
 学校図書館法(昭和 28 年 8 月 8 日法律第 188
号；改正平成15年7月16日法律第117号)の第5
条1項で「学校には，学校図書館の専門的職務を
掌らせるため，司書教諭を置かねばならない」と
規定し，その専門的職務を担う司書教諭の養成に
ついて，同3項で「前項に規定する司書教諭の講
習は，大学その他の教育機関が文部科学大臣の委
嘱を受けて行う」と規定している。 
 さらに同4項において「司書教諭の講習に関し，
履修すべき科目及び単位その他必要な事項は，文
部科学省令で定める」としている。これを受けて，
学校図書館司書教諭講習規定(昭和29年8月6日
文部省令第21号；改正平成10年 3月18日文部
省令第 1 号)において，5 科目 10 単位を定めてい
る。１講習科目の改善の目的は，次の点を重視し
て，講習科目を 5 科目 10 単位に再編成するとし
た。①教育課程の展開と資料活用との関連につい
ての深い理解，②児童生徒の読書活動を一層充実
させる力量，③児童生徒の情報活用能力を育成す
る力量。結果として，「学校経営と学校図書館」，
「学校図書館メディアの構成」，「学習指導と学校
図書館」，「読書と豊かな人間性」，「情報メディア
の活用」の5科目，10単位がそれである。 
 一方，平成10年(1998年)という時期は，日本 
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で は Windows 系 OS と し て 本 格 的 な
GUI(Graphical User Interface)が発売され，イン
ターネットの初期ホームページとブラウザとの組
合せでの「ネットサーフィン」が普及し始めた時
期であった。ただし，個人宅の通信回線はモデム
ベースの低速回線であった。 
 しかし，インターネットは「ドッグイヤー」の進展を
し，さらには「ラットイヤー」の激変とされる中で，
我々を取り巻く情報環境は激しく変化してきた。身近
な携帯電話は，「ケータイ」となり，メール，フルブラ
ウザ搭載，動画ダウンロード，ワンセグ機能，GPS
機能，カメラ機能等も標準となっている。3.5 インチ
FD や CD-ROM はほぼ消滅寸前であり，Blog，
SNS(Social Network Service)サイトやツイッターも
若い世代では日常化している。生産，流通過程を別
個にしてきた雑誌･書籍出版，音楽，映像の産業構
造は，コンテンツのデジタル化とネットワーク配信に
よって，急速にプラットホーム産業を中心に変容して
いる。平成生まれの世代は，宅配新聞や在宅電話を
持たず，ケータイで「Yahoo!知恵袋」，「教えて!goo」，
「ウィキペディア」で情報を獲得し，「乗り換え案内」，
各種「お勧めサイト」，「写メ」，「お財布ケータイ」等を
自然体で活用している。 
また，初等中等教育の現場では電子黒板が試験
的に導入され，紙媒体の辞書は絶滅しつつあり電子
辞書に移行している。巷では電子書籍元年が語ら
れ，教科書副読本の電子書籍化も企図されている。 
49
こうした諸点を重ね合わせると，学校図書館司
書教諭講習規定に基づき現在も実施されている司
書教諭講習の科目は，少なくともその科目内実を
現代的に見直す必要があると考える。本稿では，
司書教諭講習の科目について，最初に5科目間の
科目間構成構造を考察し，次章で総論科目「学校
経営と学校図書館」の講義要綱の内実を検討する。 
 
１．講習科目の科目間構成構造とその教育内実 
 講習 5 科目，「学校経営と学校図書館」，「学校
図書館メディアの構成」，「学習指導と学校図書館」，
「読書と豊かな人間性」，「情報メディアの活用」
は，下図1のように「学校経営と学校図書館」を
総論科目とし，資料・情報を対象とする「学校図
書館メディアの構成」及び「情報メディアの活用」
と主に人(児童生徒)を対象とする「学習指導と学
校図書館」，「読書と豊かな人間性」に二分するこ
とができる。 
 本章では，最初に各論にあたる資料・情報対象
の科目：「学校図書館メディアの構成」と「情報メ
ディアの活用」，及び，児童生徒対象の科目：「学
習指導と学校図書館」，「読書と豊かな人間性」に
ついて簡単に論じる。続いて，総論科目である「学
校経営と学校図書館」について，検討を進めたい。 
 
 
 
1.1資料・情報対象の科目：「学校図書館メディア
の構成」と「情報メディアの活用」 
 ここで，資料・情報対象の科目のうち，「学校図
書館メディアの構成」は，「司書教諭養成科目のね
らいと内容」２(以下，「ねらい」表1参照）にもあ
るように，「学校図書館メディアの構成に関する理
解及び実務能力の育成」を企図した科目である。
ただし，1998年という時期を反映して，直接の言
及対象は「学校図書館メディア」であり，図書館
資料が図書，雑誌，新聞，パンフレット等から各
種マルチメディア媒体への拡張を意識してはいる
ものの，インターネット情報資源等のアクセス型
の情報資源への言及はないため，早急に見直され
るべきであろう。いずれにせよ，当科目は資料・
情報の選択的収集とその組織化を主眼とする科目
である。 
 一方の「情報メディアの活用」は，「ねらい」で
は「学校図書館における多様な情報メディアの特
性と活用方法の理解を図る」科目であり，資料・
情報の探索とその活用(著作権法への理解を含む)
が守備範囲科目である。 
 ただし，第一に今日の情報メディア環境を勘案 
 
探索・評価・咀嚼・プレゼンテ
ーション 
情報メディアの活用 
収集・組織化・提供 
学校図書館メディアの構成 
資料・情報 
自発的な“読み”とその活動 
教科学習と学校図書館の役割 
学校図書館概論 
学校経営と学校図書館 
人（特に児童・生徒）
学習指導と学校図書館 
読書と豊かな人間性 
図1 講習科目の科目間構成構造 
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すれば，探索した資料・情報の取捨選択及びその
コンテキスト理解やコンテンツの読み解き，咀嚼
を追加する必要性があろう。第二には，そうした
情報をまとめ，表現するアウトプット，コミュニ
ケーション能力の育成も視野に必要である。 
 
1.2 児童生徒対象の科目：「学習指導と学校図書
館」，「読書と豊かな人間性」 
 児童生徒対象の科目のうち「学習指導と学校図
書館」が教科学習とそれを豊かに支える「学校図
書館メディアの活用についての理解を図る(「ねら
い」)科目である。他方，「読書と豊かな人間性」
は，「児童生徒の発達段階に応じた読書教育の理念
と方法の理解」(「ねらい」)を図る科目である。 
 
２．総論科目「学校経営と学校図書館」 
2.1 「ねらい」の詳細とその検討 
 最初に「ねらい」から「学校経営と学校図書館」
のねらいと内容を確認しておこう。 
 
  ねらい：学校図書館の教育的意義や経営など
の全般的事項について理解を図る。 
  内容：1) 学校図書館の理念と教育的意義 
         2) 学校図書館の発展と課題 
         3) 教育行政と学校図書館 
         4) 学校図書館の経営（人，施設，資料，
予算，評価等） 
         5) 司書教諭の役割と校内の協力体制，
研修 
         6) 学校図書館メディアの選択と管理，
提供 
         7) 学校図書館活動 
         8) 図書館の相互協力とネットワーク 
 
2.1.1 科目名とその内容の「ねじれ」 
ここで第一に指摘しておきたいことは，科目名
「学校経営と学校図書館」と「内容」項目との「ね
じれ」である。科目名からは，学校経営に対する
全般的理解を獲得し，その上で学校全体の中での
学校図書館の意義，役割，機能等が主要な内容と
推測される。しかし，「内容」項目内に「経営」の
文字があるのは，項番4)「学校図書館の経営」だ
けであり，これは学校図書館のみの経営が範囲で
あり，学校全体の経営ではない。 
 また，項番3)「教育行政と学校図書館」は，教
育行政･教育課程と学校図書館や学校図書館関係
の制度，法規，基準等が範囲と考えられる。しか
し，論理的には初等中等教育行政･教育課程の中に
初等中等諸学校が位置づけられ，その各種学校に
対して学校経営の課題と現状がまずあると考察が
できる。翻って，学校経営には教育行政･教育課程
を外部与件として，個々の学校(群)の使命，それ
を実行するための戦略，実行計画の3段階のプラ
ニングが必要とされる。それはまた教育行政にお
ける「社会との約束」であり，説明責任を問われ
るものでもある。その上に立って，学校経営とし
てPDCA サイクルや他者評価の課題がでてくる。
学校図書館は組織的には，学校内部の組織の一つ
であり，学校における校務組織として位置づけら
れている。 
 ここから学校図書館の経営は，学校経営全体の
使命―戦略―行動計画の中で，学校図書館自体の
使命―戦略―行動計画が策定される必要がある。
しかし，学校図書館の位置付け自体が学校経営の
中で明確でない現実が実際には多く存在をしてい
る。このことは，12学級以上の学校に義務配置と
した司書教諭の発令状況，責任担当時数の減免状
況等に如実に発現をしている３。初等中等教育の
大多数を占める公立学校においては，任命権者発
令であるべきであり，それは具体的には同教育を
所轄する教育委員会においての発令でなければな
らない。また発令においては，その職務範囲の明
示が伴うべきである。 
 学校図書館界は長らくこうした現状を厳しく指
摘し，改善への要望，努力を進めてきたが，現状
は遅々として進行していない。こうした現状下に
おいては，学校経営全体の使命―戦略―行動計画
の中で，学校図書館自体の使命―戦略―行動計画
が策定し難い。この現状のジレンマの中で，「1) 学
校図書館の理念と教育的意義―2) 学校図書館の
発展と課題―3) 教育行政と学校図書館―4) 学校
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図書館の経営」という「学校経営」を欠いたミシ
ングリングの構想が生まれたのではないだろうか。 
 一方，標準2単位・15コマの講義科目において，
学校経営全般のすべてを守備範囲として取り扱う
時間的な余裕の問題も現実の状況としてある。 
 次に他の項番の項目は，学校図書館を中心とし
た項目群であり，やはり学校経営という全体的な
視点ではない。ただし，司書教諭資格は，教職免
許の取得が前提となる資格であり，こうした学校
経営論全般は，教職資格科目に委ねたという推定
が可能である。これについては，稿を改めて取り
上げたい。 
 
2.1.2 科目内の展開の内実 
 では総論科目「学校経営と学校図書館」は，こ
うした「ねじれ」を包含しつつ，その内実はどの
ような教科内容の流れとなっているのであろうか。
「ねらい」では「学校図書館の教育的意義や経営
などの全般的事項」とした全般的事項が，どのよ
うな科目内構造のもとに展開されているかの検証
である。 
 この科目内構造は，下図2のように基礎構造と
展開構造とで構成が行われている。 
 
 
(1) 基礎構造部分 
 基礎構造部分では，「学校図書館の理念と教育的
意義」が教育における学校図書館の立ち位置を取
り上げる学校図書館理念論であり，その上に「学
校図書館の発展と課題」として学校図書館史と現
状分析，課題展開が存在している。さらに学校図
書館の存在を外部から規定している「教育行政と
学校図書館」がある。 
(2) 展開構造部分 
 こうした基礎構造の上に，学校図書館論として
「学校図書館の経営（人，施設，資料，予算，評
価等）」が学校図書館概論，学校図書館の経営論と
して配される。なお，1998年という時期での「評
価」への言及は先見的である。 
 次の「司書教諭の役割と校内の協力体制，研修」
の内，「司書教諭の役割」部分は「学校図書館の経
営（人）」に対応した各論である。「校内の協力体
制」は，学校図書館側からみた「学校図書館のマ
ネジメント」の一部であり，「学校図書館の経営」
の属する事項と考えられる。 
 第三の「学校図書館メディアの選択と管理，提
供」は，「学校図書館の経営（資料）」に対応した 
 
学校図書館理念論 
学校図書館史及び現状課題 学校図書館の発展と課題 
学校図書館の理念と教育的意義 
教育行政と学校図
書館 
学校図書館活動 
図書館の相互協力と
ネットワーク 
学校図書館の経営（ 人，施設，資料，予算，評価等 ） 
学校図書館サービス論 
司書教諭の役割と校内
の協力体制，研修 
学校図書館メディアの
選択と管理，提供 
展開構造
部分 
具体的展開 
基礎構造
部分 
図2 科目「学校経営と学校図書館」の科目内構造 
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 各論であり，司書教諭科目群の「学校図書館メデ
ィアの構成」の概論と推測できよう。第四の「学
校図書館活動」は，学校図書館の各種図書館サー
ビスを扱う部分であり，司書教諭科目群の「学習
指導と学校図書館」，「読書と豊かな人間性」，「情
報メディアの活用」に対応した概説と推測できよ
う。 
 最後の「図書館の相互協力とネットワーク」は，
学校図書館側から考える地域公共図書館，他の学
校図書館との協力事業を扱う内容であり，客観的
観点では当該学校図書館を取り巻く図書館環境の
構築，維持への理念論と考えられる。具体的な内
実展開は，司書教諭科目群の「学校図書館メディ
アの構成」の一部と考えられる。 
(3) 小考察 
 このようにして総論科目「学校経営と学校図書
館」を構造的に把握した時，基礎構造部分と展開
構造部分は，原論にあたる基礎構造部分の具体的
な展開として展開構造部分をもち，かつそれは，
司書教諭科目の各論にあたる4科目と一応の連関
性を有していることが見て取れる。 
 しかし，「2.1.1 科目名とその内容の「ねじれ」」
で検討をしたように，学校経営論―学校図書館経
営論の関係はやはり希薄であり，基礎構造部分と
展開構造部分との乖離は否めない。 
 
2.2学校図書館司書教諭講習講義要綱 
 では，実際に「ねらい」をより具体化した科目
の現状はどのようなのか。その代表的な事例とし
て，全国学校図書館協議会の展開を検証しておき
たい。 
学校図書館司書教諭講習講義要綱(以下，「要
綱」)は，全国学校図書館協議会(全国SLA: School  
Library Association)が新学習指導要領の改訂等
の動向を勘案し，2010年に公表，討議に付し，最
終案としてまとめたものである。４また，この「要
綱」を基本にして講習5科目のテキストも同協議
会から順次出版が行われている。 
 以下長文になるが，同協議会の「要綱」を引用
で示す。 
 
学校経営と学校図書館 
ねらい 
  当科目は，学校教育における学校図書館の果
たす役割を明らかにし，その理念・発展過程と
課題・教育行政との関わり・学校図書館経営の
あり方など，学校図書館全般についての基本的
理解を目ざす。また，教師として，学校図書館
経営の責任者としての司書教諭の任務と担うべ
き役割とを明確にし，校内の協力体制作り，司
書教諭としての研修の重要性にふれる。さらに，
学校図書館メディア・学校図書館活動・他の館
種を含めた図書館ネットワーク等についての基
本的理解を図る。 
  この科目は，講義科目全体の総論的性格を持
つため，実務的な内容は最小限に抑え，他の各
科目との関連に留意する。可能なかぎり今日の
学校教育の諸課題をふまえ，学校図書館の教育
的意義及び司書教諭の果たすべき任務を明らか
にし，意欲的・創造的な活動を促す学習内容と
する。 
内 容 
Ⅰ．学校図書館の理念と教育的意義 
学校教育の意義と理念 
現代学校教育における学校図書館の位置
づけ 
学校図書館の役割 
生涯学習社会・知識基盤社会と学校図書館 
日本の学校図書館の発展と課題 
図書館の世界における学校図書館 
学校図書館の国際的な動向と将来展望 
Ⅱ．教育行政と学校図書館 
学校教育法と学校図書館法 
社会教育法・図書館法と学校図書館 
教育サービスとしての学校図書館施策 
図書館ネットワークの理念と学校図書館 
Ⅲ．学校図書館の経営 
学校経営組織における学校図書館 
学校図書館の組織と運営 
学校図書館の経営要素 
学校図書館におけるマネジメント・サイク   
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ル 
学校図書館プログラムとその評価 
学校図書館環境のあり方とその整備 
情報ネットワークの中の学校図書館 
Ⅳ．司書教諭の任務と職務 
司書教諭の任務と役割 
学校内の協力体制と司書教諭の職務 
司書教諭の養成と研修 
Ⅴ．学校図書館メディアの構成と管理 
学校図書館メディアの教育的意義 
学校図書館メディアの内容と構成 
学校図書館メディアの選択と収集 
学校図書館メディアの管理と提供 
Ⅵ．学校図書館活動 
学校図書館活動の対象と領域 
学校図書館活動の内容と方法 
学校図書館活動の拡大 
 
 ここで前章と同様に基礎構造部分と展開構造部
分を図示すると下図3のようになる。 
 「要項」においては，「科目内部の柱の間の構造」 
 
 
 
 
は，よりシンプルであるが，内容は「ねらい」と
同様である。「ねらい」の構造図にあった「学校図
書館の発展と課題」は，「要項」では「学校図書館
の理念と教育的意義」の内部に取り込まれ，「図書
館の世界における学校図書館」，「学校図書館の国
際的な動向と将来展望」へと続く。 
 また，「ねらい」では独立した柱であった「図書
館相互協力とネットワーク」は，「教育行政と学校
図書館」の内部に同化，展開されている。 
 ただし，「学校図書館の経営」の下部展開として
「学校経営組織における学校図書館」の柱がある。
この点についていま少し検討を続ける。 
全国 SLA の「要項」はこれに基づいて「シリ
ーズ学校図書館学」として5科目に対応するテキ
ストを刊行することが表明されている。一部の既
刊テキストから類推するに，本文は概ね 180-200
ページ弱の範囲である。構造図で示した6区分は
テキストでは6章構成になるとすると，各章平均
で30ページ強の分量と推測される。章「学校図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学校図書館の理念と教育的意義
（含む：学校図書館の発展と課題） 
教育行政と学校図
書館 
具体的展開 
基礎構造
部分 
学校図書館活動 
学校図書館の経営 
司書教諭の任務と 
職務 
学校図書館メディア
の構成と管理 
展開構造
部分 
図3 科目「学校経営と学校図書館」全国学校図書館協議会の科目内構造 
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書館の経営」の下部展開は6節で構成されている。
「学校経営組織における学校図書館」に該当する
分量は，平均で節あたりの5-6ページである。 
結論として「要綱」においては，「ねらい」を基
本的な準拠軸としつつ独自の展開を加えたものの，
学校経営そのものとそこでの学校図書館の立ち位
置への言及は少ないといえる。 
 
３．総論科目「学校経営と学校図書館」の科目内
構成私案 
 以上の検討の結果，「ねらい」には学校経営にお
ける学校図書館の立ち位置への展開要素が欠落し
ていることを指摘した。また，その現在における
展開である「要項」では，章「学校図書館の経営」
の下部展開に「学校経営組織における学校図書館」
の項があるものの少量の言及であることも検討を
した。 
 では，こうした現状を踏まえ学校経営と学校図
書館に関する事項をどのように位置づけたらよい
のであろうか。 
 下図 4 はその一案として提示するものである。 
今回提示した私案図は図3の構造を元に作成した。 
問題点としている「学校経営組織における学校図 
書館」は，学校図書館を運営するにあたり根底と
なる項目となるため，基礎構造部分に組み込んだ。 
これは学校図書館が学校組織の一部であり，具体
的展開への土台となる重要な部分であることを示
すためである。 
また「ねらい」を追加するのであれば 1）学校
図書館は学校経営組織の中の一部であり，校務分
掌・事務分掌の中の学校図書館の位置づけを学習
する。2）学校全体での協力体制により学校図書館
の運営が大きく変わる旨を付け加えたい。 
 
４．学校経営組織と学校図書館 
 では，こうした学校経営組織と学校図書館につ
いて，総論科目である「学校経営と学校図書館」
では，どのような事項を取り上げるのか。ここで
は紙数の関係上，必要項目とその柱を示しておき
たい。 
4.1 学校管理・運営の原則 
 学校の管理運営は，1)教育活動そのもの，2)教
職員等の人事管理，3)施設設備等の財産管理や予
算編成，執行管理等から成っている。 
 これらの根底にある原則は，学校の設置者が，
学校の教育活動の事業主体として，管理運営に責
任を有するという「設置者管理主義」と経費負担
を行う「設置者負担主義」が存在する。 
 公立学校においては当該地方公共団体の教育委
員会が最終的な責任部局であるが，実際には， 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図4 科目「学校経営と学校図書館」科目内の構造私案 
学校図書館の理念と教育的
意義（発展と課題）   
教育行政と
学校図書館 
具体的展開 
基礎構造
部分 
学校図書館活動
司書教諭の任務と 
職務 
学校図書館メディア
の構成と管理 
展開構造
部分 
学校経営組織
における学校
図書館 
学校図書館の経営 
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学校管理規則を定め，教育委員会所轄事項と
学校判断事項に区分し，具体的，日常的事項
は校長に委ねている。学校が教育機関として
一定の主体性のもとに教育を推敲していく仕
組みである。 
 
4.2 学校経営と校務分掌 
 学校には，学校教育法に基づき，校長，教
頭，教諭，養護教諭，事務職員等が，学校図
書館法に基づき司書教諭が置かれ，校長は学
校運営の責任者として，校務を司り，所属職
員を指揮，監督を行う。学校の組織としての
一体的な教育活動の基盤として校務分掌が制
定されている。教職員は学校担任，教科担任
等の校務を分担すると共に，校務分掌に係る
連絡調整，指導助言を行う主任が置かれる。 
また，この校務分掌を日常的に遂行するた
めに，各分掌の職務範囲，権限等を定めた事
務分掌規定が定められる。 
 
4.3 学校図書館と校務分掌 
 学校図書館も学校組織の一つとして，この
校務分掌に位置づけられると共に，通常は付
図としての学校経営組織図でその教育組織上
の位置が示される。司書教諭等の学校図書館
の経営，運営に関わる者も事務分掌において
その職務内容が規定されるのが本来である。 
 学校図書館において，司書教諭といわゆる
学校司書との職務分担，役割分担が議論され
る根底には，こうした事務分掌上の明確さを
欠くことがその根底にある，と考えられる。 
 
4.4 学校経営と外部資源の活用及び学校図書
館 
 高度情報社会において，学校が多様な養成
に応え，一方では，特色ある教育を推進して
いくには，学校内部の教育資源だけでなく，
外部の教育資源との積極的な連携が求められ 
る。特に「総合的な学習の時間」や外国語教
育，情報教育等において，社会教育機関，団 
体や NPO，地域民間企業，ボランティア団体
等との協同による教育活動には大きな可能性
が語られている。 
 学校図書館は，地域公立図書館，地域学校
図書館との連携・協力の結節点として，資源
共有理念の基に，図書館協力を構築，維持･
発展をさせてきた。 
 学校において学習情報センター，読書セン
ター，教材センターとしての役割を担う学校
図書館は，「学校教育(の質)を変える」大きな
可能性を持っている。図書館を必要としない
教育からの脱皮が求められる。 
  
５．まとめ 
 第 3 章では「司書教諭の講習科目のねらい
と内容」及び「学校図書館司書教諭講習講義
要綱」で曖昧にされていた「学校経営組織に
おける学校図書館」の位置を私案として示し
た。 
黒川５が，校務分掌における学校図書館の位
置づけが教職員の学校図書館に対する意識改
革に影響を与えると述べているように学校経
営と学校図書館は本来切り離せないものであ
る。また，司書教諭が当て職として活動して
いる現状を克服するためにも学校組織の中の
学校図書館である点を強調すべきではなかろ
うか。そのためにも「学校経営と学校図書館」
の講義内容において，学校経営組織と学校図
書館の繋がりを取り上げるべきである。 
 本稿では第 4 章において，その大まかな必
要項目とその柱を示した。具体的には，学校
経営，校務分掌，事務分掌と学校図書館の組
織的な位置づけ，司書教諭等の発令，任務と
職務の課題，学校経営と外部情報資源の活用
及び学校図書館の位置である。 
 今後，この骨子を司書教諭課程の科目「学
校経営と学校図書館」において，授業実践の
中で課題として考究していきたい。 
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表 1 司書教諭の講習科目のねらいと内容 
（出典：「学校図書館司書教諭講習規定の一部を改正する省令について（通知）」 文初小第 80 号  
別紙 2 文部省初等中等教育局 1998 年） 
科目・単位数 ねらい 内  容 
学校経営と
学校図書館 
（2 単位） 
学校図書館
の教育的意
義や経営な
ど全般的事
項について
の理解を図
る 
 
1）学校図書館の理念と教育的意義 
2）学校図書館の発展と課題 
3）教育行政と学校図書館 
4）学校図書館の経営（人，施設，資料，予算，評価等） 
5）司書教諭の役割と構内の協力体制，研修 
6）学校図書館メディアの選択と管理，提供 
7）学校図書館活動 
8）図書館の相互協力とネットワーク 
学校図書館
メディアの
構成 
（2 単位） 
学校図書館
メディアの
構成に関す
る理解及び
実務能力の
育成を図る 
1）学校図書館メディアの種類と特性 
2）学校図書館メディアの選択と構成 
3）学校図書館メディアの組織化 
 ・分類の意義と機能，日本十進分類法などの解説 
 ・件名標目表の解説 
 ・目録の意義と機能，日本目録規則の解説 
 ・目録の機械化 
4）多様な学習環境と学校図書館メディアの配置 
学習指導と
学校図書館 
（2 単位） 
 
学習指導に
おける学校
図書館メデ
ィア活用に
ついての理
解を図る 
 
1）教育課程と学校図書館 
2）発達段階に応じた学校図書館メディアの選択 
3）児童生徒の学校図書館メディア活用能力の育成 
4）学習過程における学校図書館メディア活用の実際 
5）学習指導における学校図書館の利用 
6）情報サービス（レファレンスサービス等） 
7）教師への支援と働きかけ 
読書と豊か
な人間性 
（2 単位） 
児童生徒の
発達段階に
応じた読書
教育の理念
と方法の理
解を図る 
1）読書の意義と目的 
2）読書と心の教育（読書の習慣形成を含む） 
3）発達段階に応じた読書の指導と計画 
4）児童・生徒向け図書の種類と活用（漫画等の利用方法を含む） 
5）読書の指導方法（読み聞かせ，ストーリーテリング，ブックトー
ク等） 
6）家庭，地域，公共図書館等との連携 
情報メディ
アの活用 
（2 単位） 
 
学校図書館
における多
様な情報メ
ディアの特
性と活用方
法の理解を
図る 
1）高度情報社会と人間（情報メディアの発達と変化を含む） 
2）情報メディアの特性と選択 
3）視聴覚メディアの活用 
4）コンピュータの活用 
 ・教育用ソフトウエアの活用 
 ・データベースと情報検索 
 ・インターネットによる情報検索と発信 
5）学校図書館メディアと著作権 
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注 
１ この 5 科目 10 単位は，1998 年 2 月 25 日
付「「司書教諭講習等の改善方策について」(報
告)―学校図書館の充実等に関する調査研究
協力者会議報告」中の別表 1 に由来する。 
２司書教諭の講習科目のねらいと内容 「学校
図書館司書教諭講習規定の一部を改正する省
令について（通知）」 文初小第 80 号 別紙２ 
文部省初等中等教育局 1998 年 
３ 司書教諭の発令状況（国立・公立・私立）
［平成 18 年 5 月現在］文部科学省作成 
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/19
/04/07050110/001.htm（2011/3/4 確認） 
４全国学校図書館協議会「学校図書館司書教諭
講習講義要綱」 
http://www.j-sla.or.jp/material/kijun/post-13
.html（2011/3/4 確認） 
５ 坂田仰編著『教育改革の中の学校図書館 
生きる力・情報化・開かれた学校』八千代出
版 2004 年 第 3 章「学校教育と学校図書館
の機能」33－47p 黒川雅子執筆 
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